


    悩み

     知人が何度も見舞いに来て、根ほり葉ほり聞いてきたのが嫌だった。胃がおかしくなり退院が延びた。 


    助言

    
              【お見舞いを制限したり断ってもかまわない】




  
  からだがつらい時や、治療に専念したいとき、気持ちが不安定な時期など、お見舞いを負担に感じるようであれば、はっきりと断ってかまわないと思います。
お見舞いにこられる方の中には、親しく気兼ねなく応対できる人もいれば、逆に気を遣う人もいます。ご家族にも協力してもらい、ご家族からあらかじめ伝えておいてもらってもよいでしょう。
あるいは、お見舞いにこられた方々に申し訳なく、断り切れないということであれば、あらかじめカードや便せんなどに簡単にお見舞いへのお礼と、治療に専念したい旨等、ご自分の気持ちを率直に書いたものを用意され、お渡ししてもよいと思います。


  




              【状況をお見舞い客にも理解できるように伝える】




  
  もし、からだがつらい時期や、人と話すこと自体がつらいときでも、“短時間なら応対しよう”と思うのであれば、お見舞いに来られた方に、その旨を最初に話すとよいでしょう。そうすることで、途中で疲れたときに伝えやすくなります。
お見舞いに来られた方にとっても、状況が理解でき、負担をかけないように気を配りながら会話ができると思います。
また、家族や看護師が最初に応対することも多いので、そのように伝えてもらうのも1つの方法です。
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